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先週は､イラン情勢の悪化と原油価格急騰が嫌
気され世界的にリスクオフの動きが広がりまし
た。主要株価指数の週間騰落率は､NYダウが
▲3.0%､ナスダック総合指数▲1.2%､独DAX指
数▲6.7%､日経平均株価は▲5.5%で終わりま
した。債券市場では原油高によるインフレ高進
が意識され売りが先行しました｡10年国債利回
りは米国が前週末比+20bpの4.14%､ドイツは
同+22bpの2.86%､日本は同+5bpの2.17%に
上昇しました｡ドル円相場は有事のドル買いで
157円台後半まで円安･ドル高が進み､WTI期近
は前週末比+35.6%の90.9ﾄﾞﾙ/ﾊﾞﾚﾙと23年9月
以来の高水準となりました。
今週は､引き続きイラン情勢と原油価格の動向

が焦点となります。経済指標では米国の2月イ
ンフレ指標が注目されます。先週末発表の2月
雇用統計が予想を大きく下回り米景気の先行き
懸念が再浮上していることから､利下げ再開期待
を支援する内容となるか､注目されます。

イラン情勢悪化を受け､先週は日本株と新興国株（特に韓国などアジア市場）が大きく下落しました｡アジア各国
は中東原油の依存度が高いという理由に加え､年初来大幅上昇していた反動という側面も強いと考えられます

◆日・1月実質賃金総額 （9日）

◆米・2月NY連銀期待インフレ率 （9日）

◆日・2月企業物価 （11日）

◆米・2月コアCPI （11日）

◆米・1月コアPCEデフレーター （13日）

◆米・1月JOLTS（求人数） （13日）
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【出所】 ブルームバーグ等の公表データに基づき、りそなアセットマネジメント作成

【出所】 ブルームバーグ等の公表データに基づき、りそなアセットマネジメント作成
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・物価

（テーパリング示唆による金利急騰）

次回は 2026年3月16日発行予定です

S&P500指数の先週末引値は最高値（6978pt）から▲3.4%の水準です｡米国株の調整局面入り（高値から▲10%）､

弱気相場入り（同▲20%）を回避するよう､トランプ政権はイラン問題の早期収束を目指すとみられます

原油高によるインフレ高進が懸念され､FRBの利下げ期待が後退しています（6月FOMCでの0.25%利下げ確率

は前週末の56%台から33%台に低下）｡今週発表の2月インフレ指標で利下げ期待が盛り返すか､注目されます

【出所】 ブルームバーグ等の公表データに基づき、りそなアセットマネジメント作成

【出所】 Haver Analytics、ブルームバーグの公表データに基づき、りそなアセットマネジメント作成


